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＜連絡事項＞

· 本日、15時～　病院2F会議室にて、医療機能評価レクチャー。（下館S･G･M、中居J･G･Mが出席予定）

· 5/1（火）13時～16時　建築会議開催予定（山田栄養士が出席予定）。

· 5/2（水）16時～19時　浅坂　政美様ナイトケア体験利用予定。体験利用後に断酒会参加予定。

· 5/4（金）10時～　決算報告のプレ開催予定（下館S･G･M、中居J･G･Mが出席予定）。

· 4月分の経過連絡を作成すること（提出期限は5/10）。

＜外来情報＞

本日、外来休み。

＜利用者様情報＞

· 其田　淑子様～4/27（金）日赤病院整形外科を受診。4/25（水）青南病院受診時、主治医より『鎮　

痛剤の服用により、精神薬の作用が強くなる恐れがある』と話あり、日赤病院へ薬事情報を持参したが、処方薬に変更はない。整形外科Drより、「この処方薬で問題があるなら、そちら（青南病院）のDrに任せます。」と説明あったとのこと。

· 長瀬　紘一郎様～昨日（4/29）、青明舎の花見へ参加。弁当は注文せず、自分でパンやヨーグルト　　　

を持参していたが、食事は詰まることなくスムーズに食べている。他者との交流も図れていたとのこと。

· 井畑　光湖様～本日、昼食後「根城に行く用事が出来たので、帰っていいですか。」との話があ　　　

　る。母様へ連絡したところ、自宅ではそのようなことは話していなかったとのことだが、本人と母様で話合い、少し早目に帰ることとなる。

＜転倒・転落リスクアセスメント＞
・進め方について

①チェックリストの点数確認　②問題点への対応策　　⇒3ヶ月毎に確認していく。

・アセスメント

中村　与一郎様（31歳）

①12点（危険度Ⅱ）

②・注意力が欠けていること多く、プログラム時には声掛け等による対応を要する。

　・眠気が強いときには、フラつきによる転倒の恐れが考えられる為、注意を促す。

長瀬　紘一郎様（64歳）

①15点（危険度Ⅱ）

②・判断力、注意力、理解力が低下しており、階段昇降時の踏み外しや、歩行時の転倒の恐れある為、注意の促しや見守りを要する。

　・現実見当能力の低下により、若い頃と同様に考えている様子が時折見られる。就労について話すこともある為、対応時には本人の気持ちを盛り上げすぎない程度に評価していく。

＜退院療養検討＞←木村Ns、小笠原PSW参加

・清川　厚子様～軽度知的障害、医療保護入院、主治医：川端Dr

　　　　　　　　5/6（日）退院予定。退院後は青山荘へ再入所となる。

外来：毎週水曜日　　訪看：毎週土曜日　　通所：月・火・木・金

　　　　　　　　社会資源：手帳、障害基礎年金、重度医療

　　　　　　　　入院中は声掛けにより、洗濯・掃除を行う。作業療法での作品作りは性格上飽きやすい為、最後まで完成させるよう促しを要している。また、相手の気持ちを考えず、話をするため、周囲の人を傷つけることもあった。

　　　　　　　　食事は糖尿病の為、19単位。間食は200Kcalまでで、スタッフ管理だが、最近は間食量が増加している。服薬もスタッフ管理だが、自ら取りにくること出来ている。最終目標は、自宅にて夫様と2人暮らしをすること。










